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【学校評価】教職員アンケートの結果からの考察 

  全体的に「とても当てはまる」「少し当てはまる」の割合が多い。先生方が各項目に真摯に取り組ん

できたことが伺える。その一方で、肯定的な回答が低めだったのが「図書」「ICT」「保幼小の意識」

「ホームページ関連」「外部との連携」だった。もう少し詳しく見ていくと、以下の点が挙げられる。  

【成果】 

・設問 1～４から教員は知識・理解、思考・判断・表現が身に付くように学習を行い、一人一人を認め

るように働きかけている。また、子どもたちが安心して過ごすことができるような学級風土を作ろう

としていることが読み取れる。 

・設問９から教員は道徳の授業を確実に実施し、児童の創造性が高まるように体育祭などの各行事への

取組を工夫したりしている。 

【課題】 

・設問７からこども園との交流活動への肯定的な回答が低いのは、交流活動が限られた学年になってし

まっていることが考えられる。 

・設問 22 からすぐーるなどでの定期的な連絡は行っているが、子どもの様子が伝わるようなホームペ

ージの更新などの情報発信への意識が低いところがある。 

→児童には学年だより等を事前に説明するような工夫をしていく必要がある。 

・設問６から ICT 活用の捉えが教員によって異なることも考えられるが、タブレットを活用して行える

学習を行えていない現状があると考えられる。 

→デジタルを学習基盤とした授業改善が必要である。 

・設問 23 から地域人材を活用するなどの地域と連携した学習を実施できていないことが読み取れる。 

→年度末から年度初めに計画する必要がある。 


